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上記の写真は戦前に行われた喜界島軍事
演習の様子【豊吉男さん（中里）提供】❶
中間南端決戦　❷テントつなぎ　❸早町
校庭１　❹湾港（出港）　❺早町校庭２　
❻早町　❼テント建て

特
集

戦
争
の
記
憶

戦
争
の
記
憶

❶❸

❹

❼

❺

❻

❷

昭
和
16
年
12
月
８
日
、
日
本
軍
は
ハ

ワ
イ
の
オ
ア
フ
島
真
珠
湾
に
あ
る

ア
メ
リ
カ
海
軍
基
地
を
攻
撃
し
た
。
日
本

は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
２
国
に
対
し
て

宣
戦
布
告
し
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ

た
。
３
国
同
盟
に
基
づ
き
ド
イ
ツ
と
イ
タ

リ
ア
も
ア
メ
リ
カ
に
宣
戦
布
告
し
た
た

め
、
昭
和
14
年
に
欧
州
で
勃
発
し
た
第
二

次
世
界
大
戦
は
全
世
界
に
拡
が
っ
た
。

　

開
戦
当
初
の
日
本
軍
は
、
連
合
国
軍
に

対
し
て
多
大
な
被
害
を
与
え
、
ま
た
た
く

間
に
南
方
の
島
々
を
占
領
。
日
本
国
民
は

連
日
※
大
本
営
か
ら
発
表
さ
れ
る
戦
況
報

道
に
歓
喜
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
17
年
６
月
、
ハ
ワ
イ
諸
島

の
北
西
に
あ
る
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
島
を
攻
略
す

る
作
戦
・
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
を
転
機
に
主

導
権
を
失
い
、
日
本
軍
が
占
領
し
た
南
方

の
島
々
も
次
々
に
奪
い
返
さ
れ
た
。

　

昭
和
20
年
３
月
、
硫
黄
島
の
日
本
軍
が

玉
砕
し
、
同
年
４
月
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
沖

縄
に
上
陸
し
た
。
沖
縄
戦
が
始
ま
る
と
、

奄
美
大
島
は
日
本
本
土
防
衛
の
最
前
線
と

な
り
海
軍
飛
行
場
の
あ
る
喜
界
島
は
特
攻

機
の
中
継
基
地
と
な
っ
た
。

　

戦
火
が
激
し
く
な
る
中
喜
界
島
で
は
、
昭

和
20
年
１
月
22
日
、
軍
艦
か
ら
離
着
艦
が

可
能
な
艦
載
米
軍
機
18
機
が
、
突
然
島
の

北
東
海
岸
上
空
に
現
れ
た
。
２
編
隊
に
分
か

れ
て
１
隊
は
機
銃
掃
射
し
な
が
ら
飛
行
場
と

湾
、
赤
連
を
爆
撃
。
も
う
１
隊
は
小
野
津

を
襲
って
大
小
15
個
の
爆
弾
を
投
下
し
た
。

　

空
襲
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
途
絶

え
た
が
、
３
月
に
入
る
と
再
び
艦
載
機
に

よ
る
空
襲
が
始
ま
り
、
数
日
お
き
に
飛
行

場
付
近
を
攻
撃
し
た
。
米
艦
隊
が
沖
縄
に

接
近
し
た
３
月
20
日
頃
か
ら
は
毎
日
空
襲

が
続
き
、
４
〜
５
月
は
特
に
激
し
さ
を
増

し
て
、飛
行
場
や
対
空
陣
地
に
近
い
中
里
、

湾
、
赤
連
集
落
は
猛
攻
撃
（
爆
弾
、
機
銃

掃
射
弾
、
焼
夷
弾
）
を
受
け
た
。

　

当
初
は
飛
行
場
付
近
を
中
心
に
爆
撃
し

て
い
た
が
、
次
第
に
模
擬
飛
行
場
が
あ
る

志
戸
桶
方
面
、
○マ
ル
ヨ
ン四
艇
（
特
攻
艇
）
の
基

地
で
あ
る
早
町
、
小
野
津
方
面
、
海
岸
に

沿
っ
て
点
在
す
る
集
落
、
学
校
へ
と
被
害

は
拡
が
っ
た
。

　

日
本
軍
は
最
後
ま
で
抵
抗
を
続
け
る
が
、

昭
和
20
年
8
月
６
日
に
広
島
市
、
９
日
に

は
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
、
多
く
の

犠
牲
者
が
で
た
。
14
日
に
日
本
は
無
条
件

降
伏
を
含
め
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
、

太
平
洋
戦
争
は
終
結
。
翌
15
日
、
昭
和
天

皇
の
玉
音
放
送
が
全
国
民
に
向
け
流
さ
れ

た
。【
参
考
文
献
：
喜
界
町
誌
】

※ 

大
本
営
…
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦

争
ま
で
の
戦
時
中
に
設
置
さ
れ
た
日
本
軍

の
最
高
統
帥
機
関
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
70
年
の
間
に
、
戦
争

を
体
験
し
た
人
た
ち
も
少
な
く
な
っ
た
。

今
回
は
当
時
の
体
験
談
を
２
人
に
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。
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里
さ
ん
は

14
歳
の
時
、

中
国
の
東
北

部
に
あ
っ
た

満
州
に
渡

り
、
伯
父
の

紹
介
で
満
州

鉄
道
で
働
く

た
。
里
さ
ん
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
朝
鮮

半
島
を
経
由
し
て
新
潟
に
渡
っ
た
。

　

8
月
14
日
、
日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を

受
諾
し
、
終
戦
。
翌
15
日
に
昭
和
天
皇
の

玉
音
放
送
が
流
れ
た
。
通
信
員
の
里
さ
ん

は
残
務
整
理
に
追
わ
れ
、10
月
に
除
隊（
復

員
）。軍
の
中
で
も
一
番
遅
く
の
復
員
だ
っ

た
と
い
う
。

　

復
員
後
、
鹿
児
島
市
に
戻
り
愕
然
と
し

た
。
市
内
は
空
襲
で
見
渡
す
限
り
焼
け
野

原
。
市
内
の
女
学
校
に
通
っ
て
い
た
妹
の

身
を
案
じ
、１
ヶ
月
探
し
回
っ
た
。そ
の
後
、

親
戚
の
家
に
避
難
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ほ
っ
と
し
た
。
し
か
し
、
本
土
と
分
断

さ
れ
た
奄
美
に
直
ぐ
に
は
戻
れ
ず
、
翌
年

に
や
っ
と
島
に
帰
っ
た
。
奇
跡
的
に
兄
弟

6
人
が
全
員
無
事
で
喜
ん
だ
が
、
食
糧
難

で
ソ
テ
ツ
の
実
の
お
か
ゆ
が
主
食
。
帰
島

し
て
か
ら
も
苦
し
い
生
活
が
続
い
た
。

　

里
さ
ん
は
「
戦
前
・
戦
後
は
本
当
に
涙
が

出
る
よ
う
な
み
じ
め
な
生
活
を
し
た
。
で
も

あ
の
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で

頑
張
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

表
紙
に
掲
載
し
た
国
旗
は
、
終
戦
１
年

前
の
昭
和
19
年
の
８
月
頃
、
ハ
ル
ビ
ン
市
の

友
人
ら
に
寄
せ
書
き
し
て
も
ら
っ
た
も
の
。

里
さ
ん
に
よ
る
と
、
当
時
、
日
本・漢・朝
鮮・

満
州
・
蒙
古
人
の
「
五
族
協
和
」
が
唱
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
４
ヶ
国
の
友
人

に
頼
ん
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
も
ら
っ
た
も

の
だ
と
い
う
。

澄
田　

幸
さ
ん

里　

安
九
郎
さ
ん

こ
と
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に
鉄
道
学
院
に
入
学

し
、
電
信
の
技
術
を
習
得
。
そ
の
後
「
松

花
江
」
と
い
う
中
間
駅
に
配
属
さ
れ
、
電

信
員
兼
駅
務
員
と
し
て
働
い
た
。
次
に「
神

武
屯（
村
）駅
」に
派
遣
さ
れ
た
里
さ
ん
は
、

ロ
シ
ア
の
国
境
を
目
指
す
軍
輸
送
の
連
絡
・

手
配
を
命
じ
ら
れ
、
気
の
荒
い
兵
隊
の
中
で

日
々
業
務
を
こ
な
し
た
。

　

昭
和
16
年
に
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る

と
、
神
武
屯
駅
か
ら
運
ば
れ
る
人
や
物
資

が
し
だ
い
に
少
な
く
な
り
、
昭
和
19
年
に

仕
事
も
辞
め
た
。

　

今
度
は
親
戚
の
紹
介
で
ハ
ル
ビ
ン
市
（
中

国
）
の
会
社
に
勤
め
る
が
数
ヶ
月
で
徴
兵

検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
20
年

４
月
に
通
信
兵
と
な
っ
た
。
そ
の
時
の
想
い

を
里
さ
ん
は
、「
兵
隊
と
な
り
死
を
覚
悟
し

た
。
み
ん
な
が
そ
う
思
っ
て
入
隊
し
て
い
た
」

と
振
り
返
る
。

　

当
時
、
日
本
本
土
の
被
害
は
大
き
く
、

軍
の一
部
が
本
土
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ

大
正
13
年
生
・

90
歳
・
坂
嶺

通
信
兵
と
し
て
戦
地
へ

爆
弾
で
火
の
海
に

大
正
14
年
生
・

89
歳
・
蒲
生

　

昭
和
18
年

頃
、
青
年
学

校
（
現
在
の

高
校
）
の
生

徒
が
約
10

人
程
度
の

交
代
制
で

月
に
１
、２

を
し
て
い
た
隊
員
が
「
お
ー
い
敵
機
だ

ぞ
ー
。
す
ぐ
に
隠
れ
ろ
ー
」
と
叫
ん
だ
。

澄
田
さ
ん
ら
は
急
い
で
近
く
に
あ
っ
た

防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ
。

　

よ
く
見
る
と
、
敵
機
は
数
機
で
編
成

し
、
そ
れ
が
２
つ
飛
ん
で
き
て
町
内
を
攻

撃
し
た
。
遠
く
か
ら
見
て
も
煙
が
上
が
っ

て
い
る
の
が
分
か
り
、
本
当
に
怖
か
っ

た
。
翌
日
、
志
戸
桶
に
様
子
を
見
に
行
っ

た
高
齢
者
か
ら
「
１
隊
は
中
里
の
飛
行
場

周
辺
、
も
う
１
隊
が
志
戸
桶
の
模
擬
飛
行

場
周
辺
に
飛
ん
で
行
き
、
爆
弾
を
落
と
し

た
ら
し
い
。
志
戸
桶
は
一
面
焼
け
野
原

で
、
木
に
も
人
体
の
一
部
が
引
っ
か
か
っ

て
い
て
ひ
ど
い
惨
状
だ
っ
た
」
と
聞
か
さ

れ
た
。

　

の
ち
、
ひ
ど
く
雨
が
降
っ
た
あ
る
日
、

地
面
が
動
い
た
と
錯
覚
す
る
ぐ
ら
い
の
地

響
き
が
し
、
数
え
切
れ
な
い
く
ら
い
の
敵

機
が
上
空
を
飛
ん
で
き
た
。
急
い
で
防
空

壕
に
向
か
い
難
を
逃
れ
た
が
、
と
な
り
の

阿
伝
集
落
北
側
に
爆
弾
が
落
と
さ
れ
た
。

北
風
に
乗
っ
て
す
ぐ
に
火
の
海
と
な
り
、

小
学
校
ま
で
も
が
全
焼
。
こ
の
時
に
は
じ

め
て
戦
争
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た

と
い
う
。

　

最
後
に
澄
田
さ
ん
は
「
同
じ
人
間
な
の

に
な
ぜ
殺
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
話
し
合
い
で
解
決
す
れ
ば
い
い
の

に
。
本
当
に
戦
争
な
ん
か
起
き
て
ほ
し
く

な
い
」
と
平
和
を
願
っ
た
。

回
、
１
週
間
か
ら
10
日
の
間
、
中
里
の
飛

行
場
滑
走
路
拡
張
の
作
業
を
し
て
い
た
。

澄
田
さ
ん
も
積
ま
れ
た
土
を
ト
ロ
ッ
コ
に

乗
せ
、
運
ん
で
埋
め
立
て
る
作
業
を
行
っ

て
い
た
。
こ
の
重
労
働
も
学
友
や
隊
員

と
楽
し
く
会
話
し
な
が
ら
作
業
し
て
い

た
た
め
、
辛
い
と
は
思
わ
ず
、
さ
ら
に

夜
に
は
中
里
の
宿
舎
に
泊
ま
り
、
学
友

と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し
か
っ
た
。
戦

争
の
恐
さ
を
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
澄
田

さ
ん
は
、
作
業
の
当
番
が
来
る
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
。

　

昭
和
20
年
、
百
之
台
付
近
に
あ
っ
た

電
波
探
知
機
を
常
備
し
た
基
地
の
工
事

を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は

た
く
さ
ん
の
人
が
深
さ
約
４
㍍
の
大
き
な

穴
を
掘
っ
て
い
た
。
あ
る
日
の
作
業
中
、

東
の
黒
い
雲
の
影
か
ら
飛
行
機
が
数
機

飛
ん
で
き
た
。
み
ん
な
は
日
本
軍
が
帰
っ

て
き
た
と
思
い
、
手
を
振
り
な
が
ら
「
ご

苦
労
さ
ま
」
と
言
っ
た
。
す
る
と
作
業

3　Kikai Public Relations 2015.8



男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
準
優
勝
！

　
　
　
　
　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
準
優
勝
！

　

第
69
回
県
民
体
育
大
会
・
第
56
回
大
島
地
区
大
会
が
７
月
18
・
19
日
を
中
心
と
す

る
日
程
で
大
島
地
区
内
の
各
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
台
風
の
影
響
で
開
催
が
懸
念
さ

れ
た
今
大
会
で
あ
っ
た
が
、
無
事
全
て
の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

喜
界
会
場
で
は
19
日
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
が
空
港
臨
海
公
園
会
場
で
行
わ

れ
、
喜
界
チ
ー
ム
は
地
元
開
催
の
意
地
を
み
せ
３
位
入
賞
に
輝
い
た
。

　

島
外
で
行
わ
れ
た
競
技
で
は
、
瀬
戸
内
会
場
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
、
徳

之
島
会
場
の
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
準
優
勝
。
ま
た
、
そ
の
他
の
競
技
で
も
喜
界
の

選
手
達
は
果
敢
に
戦
い
、
会
場
で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た
。

第第
6969
回
県
民
体
育
大
会
・
第

回
県
民
体
育
大
会
・
第
5656
回
大
島
地
区
大
会

回
大
島
地
区
大
会

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男子バスケットボール競技～【提供写真】男子バスケットボール競技～【提供写真】 ～男子ソフトテニス競技～ 後日喜界にて【提供写真】～男子ソフトテニス競技～ 後日喜界にて【提供写真】

【
予
選
リ
ー
グ
】

１
試
合
目
・
対
奄
美
市
（
61
ー
80
）

　

喜
界
は
速
攻
を
中
心
と
し
た
早
い
展
開
で

得
点
を
重
ね
、
前
半
リ
ー
ド
で
折
り
返
す
。

後
半
は
、奄
美
が
デ
ィ
フェン
ス
を
修
正
し
徐
々

に
流
れ
を
掴
み
逆
転
さ
れ
、そ
の
ま
ま
惜
敗
。

２
試
合
目
・
対
龍
郷
町
（
65
ー
35
）

　

こ
の
試
合
に
勝
利
し
な
い
と
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
進
出
は
な
い
と
い
う
緊
張
感
の
中
、

試
合
に
臨
ん
だ
。
序
盤
か
ら
喜
界
は
相
手
の

エ
ー
ス
を
徹
底
的
に
マ
ー
ク
し
て
リ
ズ
ム
を
崩

す
と
、喜
界
の
速
攻
が
次
々
に
決
ま
り
、リ
ー

グ
２
位
通
過
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を

決
め
た
。

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

準
決
勝
・
対
瀬
戸
内
町
（
71
ー
54
）

　

準
決
勝
は
、
こ
こ
10
数
年
勝
利
し
た
こ
と

が
な
い
因
縁
の
相
手
、
瀬
戸
内
と
の
対
戦
と

なっ
た
。相
手
の
エ
ー
ス
を
徹
底
的
に
マ
ー
ク
し
、

身
長
の
高
い
選
手
の
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
が
う
ま
く

決
ま
っ
た
。
見
事
勝
利
し
決
勝
の
舞
台
へ
。

決
勝
・
対
奄
美
市
（
57
ー
92
）

　

決
勝
は
元
プ
ロ
の
選
手
な
ど
を
擁
す
る

奄
美
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
個
人
能
力
で

は
劣
ら
な
い
が
、
組
織
力
が
上
回
る
奄
美

に
対
し
最
後
ま
で
流
れ
に
乗
れ
ず
惜
敗
し

た
。
近
年
、
予
選
敗
退
が
続
い
た
喜
界
は

約
20
年
ぶ
り
の
準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

前
川
覚
監
督
は
「
選
手
は
１
年
間
自
分

の
練
習
に
素
直
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
全

ゲ
ー
ム
出
し
て
く
れ
た
。
全
て
の
選
手
が

全
試
合
で
得
点
し
、
ど
こ
か
ら
で
も
得
点

で
き
る
チ
ー
ム
力
を
出
し
切
っ
た
大
会

だ
っ
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
み
ん
な
が
ス
タ
ー

選
手
で
、
本
当
に
い
い
選
手
に
恵
ま
れ
た
。

来
年
こ
そ
は
強
豪
・
奄
美
を
倒
し
念
願
の

優
勝
を
勝
ち
取
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

【
予
選
リ
ー
グ
】

１
試
合
目
・
対
天
城
町
（
４
ー
１
）

　

安
定
し
て
い
る
20
・
30
・
60
代
の
選
手

が
危
な
げ
な
い
試
合
を
展
開
し
勝
利
。

２
試
合
目
・
対
宇
検
村
（
４
ー
１
）

　

相
手
は
20
代
の
選
手
が
手
強
か
っ
た
が

快
勝
し
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
コ
マ
を
進
め
た
。

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

準
決
勝
・
対
瀬
戸
内
町
（
４
ー
１
）

　

20
代
の
選
手
が
フ
ァ
イ
ナ
ル
の
デ
ュ
ー
ス

を
繰
り
返
す
接
戦
と
な
っ
た
が
、
勝
利
す
る

と
、
そ
の
ま
ま
の
勢
い
に
乗
り
決
勝
戦
出
場

を
決
め
た
。

決
勝
・
対
奄
美
市
（
３
ー
１
）

　

決
勝
は
昨
年
の
相
手
、
奄
美
と
の
対
戦
と

な
っ
た
。
２
連
覇
を
目
指
す
緊
張
か
ら
か
、

最
初
か
ら
リ
ズ
ム
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、

次
々
に
ゲ
ー
ム
を
落
と
し
て
し
ま
う
が
、
60

代
が
テ
ン
ポ
が
速
い
試
合
展
開
で
一
矢
を
報

い
た
。

　

尾
山
直
樹
監
督
は
「
昨
年
の
地
元
開
催

優
勝
か
ら
週
３
回
の
練
習
な
ど
で
選
手
強

化
し
て
き
た
。
決
勝
ま
で
順
調
に
勝
ち

上
が
っ
た
が
、
負
け
ら
れ
な
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
か
ら
硬
さ
も
見
え
、
連
覇
で
き
な

か
っ
た
。
今
回
は
女
子
も
頑
張
り
久
し
ぶ

り
の
３
位
入
賞
で
、
男
子
も
応
え
た
か
っ

た
。
来
年
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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平成27年 7月開催

開催地 競技名 優勝 ２位 ３位 試 合 結 果

奄美市

陸上男子 奄美市 瀬戸内町 喜界町 総合順位
１位＝奄美、２位＝瀬戸内、３位＝龍郷町、４
位＝喜界町、女子の部５位陸上女子 奄美市 龍郷町 瀬戸内町

【男子】▷ 50歳代 2,000ｍ②平國男７分38秒 26▷30歳未満100ｍ②川畑一英12秒 24▷高校100ｍ③
大山健人12秒16▷共通４×100Ｒ②喜界町（大山・川畑・都・生島）46秒 75▷30未満走幅跳①川畑一
英５ｍ77▷30歳未満砲丸投②德孝則10ｍ11

【女子】高校砲丸投②上園田千秋９m20

バレーボール
男子 瀬戸内町 和泊町 奄美市名瀬・

奄美市笠利
【予選】喜界２－１知名、徳之島２－０喜界
【準々決勝】奄美市名瀬２－０喜界

バレーボール
女子 奄美市笠利 瀬戸内町 龍郷町・和泊町 【予選】瀬戸内２－０喜界、喜界２－０奄美市住用【準々決勝】奄美市笠利２－０喜界

軟式野球 奄美市 伊仙町 喜界町・知名町 ２回戦 喜界５－０大和、準決勝 伊仙１－０喜界

相撲１部 瀬戸内町 奄美市 喜界町・徳之島町 【予選】奄美２－１喜界、喜界－天城（欠場）、【準決勝】瀬戸内３－０喜界

ソフトボール男子 瀬戸内町 奄美市 龍郷町・宇検村 １回戦　 瀬戸内７－０喜界

ゴルフ 奄美市 宇検村 天城町
スコア434喜界６位　【個人戦】▷70歳以上の
部②稻留勝 スコア86▷女子の部①永井早苗ス
コア90

卓球男子 奄美市 徳之島町 和泊町・与論町 【予選リンクＡ】奄美４－１喜界、和泊３－２喜界【個人30代】③宮下慎太郎

瀬戸内町

テニス

男女混
合団体 奄美市 徳之島町 瀬戸内町・知名町 【予選】徳之島３－２喜界、喜界－与論（欠場）【決勝トーナメント】１回戦　瀬戸内３－０喜界
男子ペア

女子ペア【個人復】▷40歳以上③登島（瀬戸内）・城村佐津子（喜界）▷一般③渡千恵美・田嶋稚夏（喜界）▷女子30歳以上①西川瑛香（喜界）・岩崎真子（龍郷）

バスケット
ボール男子 奄美市 喜界町 瀬戸内町・和泊町

【リーグ戦】奄美80－ 61喜界、喜界 65－ 35
龍郷【決勝トーナメント】準決勝　喜界 71－
54瀬戸内、決勝　奄美92－57喜界

バスケット
ボール女子 奄美市 瀬戸内町 与論町 【リーグ戦】瀬戸内91－ 43喜界、奄美100－

29喜界、与論49－43喜界　喜界４位

喜界町 グラウンド・
ゴルフ 大和村 和泊町 喜界町 スコア240

徳之島町

サッカー 与論町 龍郷町 瀬戸内町、知名町 【予選】奄美８－１喜界、与論７－１喜界

ソフトテニス男子 奄美市 喜界町 瀬戸内町・龍郷町
【予選】喜界３－２龍郷、喜界４－１天城、喜界
４－１宇検【決勝トーナメント】準決勝 喜界４
－１瀬戸内、決勝 奄美３－１喜界

ソフトテニス女子 瀬戸内町 奄美市 喜界町・天城町 【予選】瀬戸内２－１喜界、喜界２－１徳之島【決勝トーナメント】準決勝 奄美２－１喜界

伊仙町 ゲートボール 宇検村 与論町 天城町・龍郷町 【予選】喜界13－14宇検、喜界17－９徳之島【決勝トーナメント】龍郷21－10喜界

知名町
バトミントン男子 知名町 徳之島町 喜界町・奄美市 【予選】与論２－１喜界、喜界３－０龍郷【決勝トーナメント】準決勝 知名２－０喜界

バトミントン女子 徳之島町 奄美市 知名町・与論町【予選】与論２－１喜界、徳之島３－０喜界喜界７位

与論町 弓道 与論町 奄美市 徳之島町 【団体】近的26、遠的25、合計51　喜界４位
【個人】男子②繁多浩利16中

＊参加競技のみ掲載。水泳、柔道、ソフトボール女子、全空連空手、ハンドボール、剣道、ラクビー、カヌーは不参加【敬称略】

第69回県民体育大会第56回大島地区大会各競技別成績
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喜
界
町
消
防
団
（
勇
一
敏
団
長
・
団

員
１
２
９
人
）
が
主
催
す
る
消
防

操
法
研
修
会
が
７
月
５
日
、
志
戸
桶
天

神
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。
同
研

修
会
は
隔
年
開
催
で
、
今
回
で
４
回
目
。

採
点
は
動
作
の
正
確
さ
や
速
さ
な
ど
を

基
準
に
審
査
さ
れ
、
総
合
点
で
順
位
が

決
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
操
法
は
先

輩
の
団
員
が
改
良
に
改
良
を
重
ね
た
本

町
独
自
の
も
の
で
、
本
町
団
員
ら
の
熱
い

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

奄
美
地
区
中
体
連
総
合
大
会
が
６
月
中

旬
、
群
島
内
の
各
会
場
で
行
わ
れ
た
。

名
瀬
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
競
技
に
本
町
か
ら
喜
界
中
男
女
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
出
場
。
女
子
は
１
勝
２

敗
で
惜
し
く
も
予
選
を
突
破
で
き
な
かっ
た

が
、
男
子
は
２
勝
１
敗
で
2
位
通
過
し
、
３

位
決
定
戦
で
知
名
中
を
撃
破
。
旧
第一中
学

校
時
代
に
創
部
さ
れ
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
（
現 

邉
木
豊
作
顧
問
）
は
17
年
目
に

し
て
念
願
の
県
大
会
初
出
場
を
決
め
た
。

　

県
大
会
は
７
月
22
日
か
ら
の
３
日
間
、
サ

ン
ア
リ
ー
ナ
川
内（
薩
摩
川
内
市
）で
行
わ
れ
、

一回
戦
で
今
大
会
ベス
ト
８
の
強
豪
・
武
中
と

対
戦
。
善
戦
す
る
も
45
対
89
で
惜
敗
し
た

が
、
選
手
ら
は
試
合
終
了
の
笛
が
な
る
ま
で

諦
め
ず
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
。

　

中
島
大
貴
主
将
は
「
み
ん
な
初
め
て
の
県熱戦を繰り広げた男子バスケットボール部の選手ら

　

地
元
・
志
戸
桶
分
団
の
大
喜
一
之
団

員
が
選
手
宣
誓
の
大
役
を
務
め
、
各
集

落
か
ら
集
ま
っ
た
団
員
は
、
分
団
対
抗

で
積
載
車
の
部
に
７
チ
ー
ム
、
タ
ン
ク
・

ポ
ン
プ
の
部
に
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
。
町
民
の

安
全
を
守
る
使
命
を
持
つ
団
員
ら
の
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
操
法
は
観
衆
を
魅
了
し

た
。

　

大
島
地
区
消
防
組
合
の
外
内
千
里
組

合
議
員
は
講
評
で
「
近
年
も
多
種
多
様

な
災
害
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
お
り
、
み

な
さ
ん
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
こ
れ
か

ら
も
よ
り
一
層
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

▽
積
載
車
の
部
①
坂
嶺
分
団
70
点
１
分

58
秒
②
志
戸
桶
分
団
③
小
野
津
分
団
▽

タ
ン
ク
・
ポ
ン
プ
車
の
部
①
中
央
分
団

Ｂ
84
点
・
１
分
13
秒
②
早
町
分
団

めずらしいカエルをのぞきこむ児童ら

整列をする分団員ら

先
輩
団
員
か
ら
受
け
継
い
だ
操
法
で
、

各
分
団
が
競
い
合
う

開催地となった志戸桶分団の操法

創
部
17
年
目
で
初
の
県
体
へ
！

〜
喜
界
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〜

白
い
カ
エ
ル
に
興
味
津
々
！

大
会
で
緊
張

し
た
が
、
練

習
の
成
果
を

十
分
に
発
揮

で
き
て
悔
い

は
な
い
。
後

輩
に
連
続
出

場
目
指
し
て

頑
張
って
ほ
し

い
」
と
後
輩

ら
に
夢
を
託

し
た
。

先
山
の
南
郷
一
光
さ
ん
は
７
月
12
日
、

旧
上
嘉
鉄
小
学
校
校
庭
の
ガ
ジ
ュマ

ル
の
根
元
で
、
白
い
カ
エ
ル
を
見
つ
け
た
。

南
郷
さ
ん
は
そ
の
カ
エ
ル
を
撮
影
し
、
奄
美

両
生
類
研
究
会
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
と
こ

ろ
、
ア
ル
ビ
ノ
系
の
ヌ
マ
ガ
エ
ル
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
カ
エ
ル
は
喜

界
小
学
校
に
数
日
間
展
示
さ
れ
た
。

　

町
田
美
紀
子
さ
ん
（
小
２
）
は
「
目
が

赤
く
か
ら
だ
が
白
い
カ
エ
ル
を
初
め
て
見

た
。
本
当
に
変
わ
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。

珍
し
い
カ
エ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
声
を
弾
ま
せ
て
い
た
。

　

ア
ル
ビ
ノ
と
は
、
メ
ラ
ニ
ン
の
生
合
成
に
係

わ
る
遺
伝
情
報
の
欠
損
に
よ
り 

先
天
的
に

メ
ラ
ニ
ン
が
欠
乏
す
る
遺
伝
子
疾
患
が
あ
る

個
体
で
あ
る
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）。

T
o
p
i
c
s　

i n　

K
I
K
A
I
J
I
M
A
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優勝はアンカーに託された（男子４００ｍリレー）

満足した表情で記念撮影をする選手ら【提供写真】

中
で
監
督
が
『
新
記
録
が
出
せ
る
ぞ
』
と

言
っ
た
の
で
、そ
こ
か
ら
記
録
を
狙
っ
た
。

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
て
大
会
新
記
録

ま
で
出
せ
て
本
当
に
う
れ
し
い
」
と
喜
び

を
語
っ
た
。

本
町
選
手
の
記
録
は
次
の
通
り

【
男
子
】
▽
８
０
０
㍍
①
横
山
一
斗
2
分

31
秒
70
＝
大
会
新
②
富
田
楓
河
２
分
35
秒

00
▽
60
㍍
障
害
②
豊
原
天
平
12
秒
26
▽

１
０
０
㍍
①
揃
江
翔
太
14
秒
65
＝
大
会
新

▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
①
喜
界
１
０
０
Ｓ
Ｐ

Ａ
（
横
山
・
揃
江
・
豊
原
・
富
田
）
58
秒

49
＝
大
会
新
▽
走
り
幅
跳
び
①
德
田
歩
夢

３
㍍
54
▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
②
徳
田
謙

信
29
㍍
00
【
女
子
】
▽
１
０
０
㍍
①
喜
島

千
尋
16
秒
17
②
中
村
友
16
秒
72
▽
60
㍍
障

害
岩
井
桃
花
13
秒
51
▽
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

①
き
か
い
１
０
０
Ｓ
Ｐ
Ａ
（
中
村
・
喜
島
・

今
井
・
都
）
１
分
５
秒
46
▽
走
り
幅
跳
び

②
今
井
有
夏
３
㍍
23
〔
順
不
同
・
敬
称
略
〕

大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
歓
大
会
が
７
月
18
日
、
奄
美
市

名
瀬
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
、
男
女
合
わ
せ
て
６
種
目
が
行
わ
れ

た
。
本
町
か
ら
は
き
か
い
１
０
０
Ｓ
Ｐ
の

選
手
団
14
人
が
出
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は

ト
ラ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
け
回
り
日

頃
の
成
果
を
披
露
し
た
。

　

白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
る
中
、
大

会
中
に
出
た
５
種
目
の
大
会
新
記
録
の
う
ち
、

男
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
な
ど
３
種
目
を
本
町

の
選
手
が
記
録
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
た
。

　

男
子
８
０
０
㍍
で
大
会
新
記
録
を
樹
立

し
た
横
山
一
斗
く
ん
は
「
走
っ
て
い
る
途

今年も成績優秀者に表彰状が授与された

喜
界
町
糖
業
振
興
会
（
川
島
健
勇
会

長
・
町
長
）
が
主
催
す
る
『
第
51

回　

平
成
27
年
度
糖
業
振
興
会
総
会
』
が

７
月
10
日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。
あ
い
さ
つ
で
川
島
会
長

は
、「
単
収
を
あ
げ
る
こ
と
と
キ
ビ
共
済

全
戸
加
入
を
目
標
に
一
致
団
結
し
て
キ
ビ

を
守
ろ
う
」
と
話
し
た
。

各
部
門
の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り　

【
平
成
27
／
28
年
期
】▽
１
戸
当
た
り
株
出

収
穫
面
積 

１
位 

川
嶺
集
落
２
９
３
・
９

㌃
▽
高
生
産
の
部 

１
位 

岩
下
雅
一
郎

（
坂
嶺
・
生
産
量
９
２
０
，
２
９
７
㌕
）

▽
高
単
収
の
部
１
位 

平
田
勇
三
（
志
戸

桶
・
平
均
単
収 

６
，
６
９
５
㌕
）
▽
増

産
の
部 

相
良
忠
敏
（
荒
木
・
伸
び
率

１
６
６
・
９
％
）　　
　
　
　
（
敬
称
略
）

吹奏楽部と演奏する原さん（一番左）

喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
（
下
園
俊
郎
顧

問
）
は
こ
の
ほ
ど
、
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
『
吹
奏
楽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
』
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
、
同
校
吹
奏
楽
部
の
指
導
の
た

め
本
町
を
訪
れ
て
い
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
・
原
瑞
樹
さ
ん
（
東
京
都
）
も
参
加
。

部
員
と
一
緒
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
数
曲
を

演
奏
し
た
り
、
ソ
ロ
で
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
な

ど
を
披
露
。
聴
衆
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
音

色
と
吹
奏
楽
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
酔

い
し
れ
た
。

　

原
さ
ん
は
洗
足
学
園
音
楽
大
学
（
神
奈

川
県
）
卒
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
高

橋
知
己
さ
ん
ら
に
師
事
。
楽
器
の
種
類
や

編
成
に
決
ま
っ
た
形
態
を
持
た
な
い
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
「klam

m
er

」
を
主
催
。

き
か
い
１
０
０
S
P
が

３
種
目
で
大
会
新　

キ
ビ
共
済
加
入
を
推
進

　
　
　
　
　

〜
町
糖
業
振
興
会
総
会
〜

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
と

喜
高
吹
奏
楽
部
が
共
演
！　
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●
敬
老
会

　

旧
暦
８
月
16
日
に
行
わ
れ
る
花
開
き
と
同
日
、

集
落
公
民
館
で
行
う
お
祝
。
午
後
３
時
か
ら
数

え
で
70
歳
以
上
の
敬
老
者
を
招
待
し
、
踊
り
や

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
行
い
、
長
寿
を
盛
大
に
祝
う
。

集
落
性

　

温
厚
で
協
調
性
が
あ
り
、
思
い
や
り
の
あ
る

人
が
多
い
。
高
齢
者
が
多
い
が
奉
仕
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
集
落
の
美
化
に
努
め
て
い

る
。

観
光
名
所
な
ど

●
保
食
神
社　

祭
神
…
豊と
よ
う
け
ひ
め
か
み

受
姫
神
、
豊と
よ
う
け
び
め
の
か
み

宇
気
毘
売
神
、
豊
受
大

神　

神
格
…
五
穀
の
主
宰
神
（
農
業
神
）　

創
設

…
不
明　

祭
日
…
旧
暦
8
月
15
日
【
喜
界
島
神

社
48
マ
ッ
プ（
喜
界
島
神
社
研
究
会
）よ
り
抜
粋
】

●
勝
連
家
石
碑

　

13
世
紀
か
ら
16
世
紀
初
期
の
頃
ま
で
の
琉
球

領
内
に
は
、
按
司
と
呼
ば
れ
る
豪
族
た
ち
が
各

地
に
城
塞
を
構
え
勢
力
を
張
っ
て
い
た
が
、
な

か
に
は
盛
ん
に
交
易
活
動
を
行
っ
て
強
大
な
力

を
蓄
え
る
も
の
も
い
た
。
15
世
紀
の
中
ご
ろ
、

琉
球
領
内
に
お
い
て
最
も
盛
ん
な
按
司
は
、
中

城
城
を
拠
点
と
す
る
護
佐
丸
と
勝
連
按
司
の
阿

麻
和
利
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
頃
に
喜
界
島
に
進

出
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

白
水
集
落
の
保
食
神
社
境
内
周
辺
に
、
昔
、

勝
連
親
方
が
住
ん
で
い
た
と
伝
わ
る
屋
敷
が
あ

る
。
門
口
に
は
「
勝
連
家
・
前
殿
内
」
と
い
う

銘
板
が
あ
り
、
奥
に
は
「
力
石
」
と
称
す
る
２

個
の
石
が
あ
る
。
昔
、
勝
連
の
殿
様
が
城
を
築

い
た
際
に
、
喜
界
島
民
に
も
夫
役
（
労
働
税
）

が
課
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
若
者
を
集
め
て
こ
の

石
を
持
ち
上
げ
さ
せ
、
体
力
を
試
し
て
、
夫
（
夫

第第
2424
回　

白
水
集
落

回　

白
水
集
落

概
要

　

白
水
集
落
は
人
口
95
人
、
世
帯
数
は
52
戸

（
平
成
27
年
６
月
末
現
在
・
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
）。
集
落
内
を
県
道
が
南
北
に
走
り
、
細

長
い
形
の
集
落
。
昔
か
ら
土
壌
が
豊
か
で
、

農
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
以
前
は
稲

作
が
中
心
だ
っ
た
が
、
現
在
は
サ
ト
ウ
キ
ビ

や
ゴ
マ
を
栽
培
す
る
農
家
が
多
い
。

集
落
行
事

●
６
月
燈

　

旧
暦
６
月
15
日
に
保
食
神
社
の
境
内
で
行

う
祭
り
。
家
内
安
全
や
集
落
繁
栄
な
ど
を
氏

神
に
祈
願
す
る
。

●
シ
バ
サ
シ
ー
・
シ
チ
ャ
ミ

　

旧
暦
８
月
最
初
の
『
ひ
の
と
』
に
行
わ
れ

る
節し
ち
う
ん
み

折
目
か
ら
５
日
目
の
先
祖
祭
。
厄
払
い

の
た
め
、
家
の
四
隅
や
門
の
両
側
な
ど
に
ス

ス
キ
を
挿
し
、
お
墓
も
ス
ス
キ
や
お
菓
子
を

供
え
る
。
シ
チ
ャ
ミ
は
節
折
目
に
行
わ
れ
、

１
才
か
ら
10
才
ま
で
（
９
才
の
子
は
除
く
）

の
子
ど
も
が
い
る
家
で
は
、
ス
ス
キ
の
葉
を

濡
ら
し
「
大
き
く
な
あ
れ
」
と
唱
え
な
が
ら

子
供
の
頭
上
に
ふ
り
か
け
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
を
祈
る
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
８
月
15
・
16
日
の
２
日
間
、
保
食
神

社
の
境
内
で
行
わ
れ
る
祭
り
。
15
日
の
午
前

中
に
境
内
で
神
事
を
行
い
、
農
作
物
の
収
穫

感
謝
と
来
年
の
豊
作
な
ど
を
願
う
。
翌
日
は
、

花
開
き
と
し
て
八
月
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
は
祝
宴
が
始
ま
り
、
集
落
民
の
親
睦

を
図
っ
て
い
る
。

役
の
人
夫
）
と
し
て
の
適
否
を
判
定
し
て
い
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。【
喜
界
町
誌
参
考
】

●
ト
カ
チ
ン
（
イ
ソ
マ
グ
ロ
）
漁

　

梅
雨
期
（
５
〜
６
月
始
め
頃
）
に
白
水
の
ミ
ッ

チ
ュ
と
呼
ば
れ
る
入
り
江
に
、
毎
年
イ
ソ
マ
グ

ロ
が
群
れ
で
産
卵
に
訪
れ
る
。
見
張
り
番
が
そ

の
群
れ
を
確
認
す
る
と
浦
原
、
小
野
津
集
落
の

漁
師
ら
に
連
絡
す
る
。
漁
師
ら
は
海
に
入
り

潜
っ
て
、
仕
掛
け
た
網
に
追
い
込
ん
で
い
く
。

追
い
込
ま
れ
イ
ソ
マ
グ
ロ
の
尾
に
ひ
も
を
く
く

り
つ
け
、
丘
番
が
30
〜
60
㌔
あ
る
イ
ソ
マ
グ
ロ

を
数
人
で
引
き
上
げ
る
。
漁
獲
後
は
漁
師
ら
全

員
で
一
律
に
配
分
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。

よ
く
メ
デ
ィ
ア
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

白水区長。区長歴９年目。昭和 21
年生まれ。昭和 41 年にＵターン。
昭和 44年から島内の会社に勤務し、
平成 18年に定年退職。その後キビ
を作りながら平成 19年から区長とし
て集落のために尽力。「80歳代の高
齢者がキビ作りに専念している姿を
見て私達も頑張らなければ」と語る。

長
島　

新
司
区
長

（69）

Profile

ナナテイガマナナテイガマ

勝連家石碑勝連家石碑

保食神社保食神社

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落
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募
集
し
ま
す
！

「
こ
の
店
の
美
味
し
い
料
理
を
紹
介
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
、ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
企
画

課
広
報
担
当
（
☎
６
５ｰ

３
６
８
３
）
ま

で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご来店お待ちしています !!ご来店お待ちしています !!

　

今
回
の
シ
マ
グ
ル
メ
・
な
び
は
、『
カ

フ
ェ
＆
バ
ー
・Cupido

（
ク
ピ
ド
）』。

お
し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
の
『
ク
ピ
ド
』

の
店
名
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
で
て

く
る
翼
の
あ
る
弓
矢
を
持
っ
た
愛
の

神
、ク
ピ
ド
（
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
）
か
ら
。

　

紹
介
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
、『
ハ
ニ
ー

ト
ー
ス
ト
』
と
『
マ
ン
ゴ
ー
パ
フ
ェ
』。

　
『
ハ
ニ
ー
ト
ー
ス
ト
』
は
、
４
等
分

に
切
り
分
け
ら
れ
、
蜂
蜜
が
た
っ
ぷ

り
塗
ら
れ
た
も
っ
ち
り
食
パ
ン
に
甘

さ
控
え
め
の
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス
と
生
ク

リ
ー
ム
、
さ
ら
に
リ
ン
ゴ
や
キ
ウ
イ

の
果
物
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

み
な
さ
ん
も
き
っ
と
気
に
入
り
ま
す

よ
ー
！

　

ま
た
、
通
常
の
ハ
ニ
ー
ト
ー
ス
ト

は
パ
ン
の
中
央
を
く
り
ぬ
か
れ
て
い

ま
す
が
、
４
等
分
に
切
り
分
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
で
つ
つ
き
あ

い
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
『
マ
ン
ゴ
ー
パ
フ
ェ
』
は
、
太
陽

と
大
地
の
恵
み
を
受
け
た
島
産
完
熟

マ
ン
ゴ
ー
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。
そ

の
マ
ン
ゴ
ー
は
島
内
で
も
評
価
が
高

い
高
岡
農
園
産
で
、
樹
上
で
完
熟
す

る
た
め
非
常
に
高
い
甘
み
を
楽
し
め

ま
す
。
仕
上
げ
に
、
完
熟
マ
ン
ゴ
ー

を
切
り
分
け
る
際
に
出
る
果
液
（
マ

ン
ゴ
ー
ピ
ュ
ー
レ
）
を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
、
濃
厚
な
甘
さ
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。

　
『
マ
ン
ゴ
ー
パ
フ
ェ
』
は
マ
ン
ゴ
ー

出
荷
時
期
し
か
注
文
で
き
な
い
期
間

限
定
メ
ニ
ュ
ー
で
、
今
年
は
７
月
末

か
ら
８
月
末
ま
で
の
予
定
。
年
に
よ
っ

て
は
２
週
間
で
終
了
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
お
店
に
確
認
を
！

　

経
営
者
の
松
浦
末
子
さ
ん
に
よ
る

と
２
品
と
も
夜
遅
く
に
注
文
が
入
る

こ
と
が
多
く
、
意
外
に
も
男
性
客
の

注
文
が
７
割
を
占
め
る
と
い
う
。
来

店
す
る
客
層
は
若
干
男
性
客
の
方
が

多
い
ら
し
い
の
で
す
が
、
20
・
30
代

の
お
客
が
「
シ
メ
は
『
ハ
ニ
ー
ト
ー

ス
ト
』
で
！
」
と
注
文
が
入
る
こ
と

も
た
び
た
び
。
松
浦
さ
ん
も
最
初
は

「
冗
談
半
分
で
注
文
し
て
い
る
の
で

は
」
と
思
っ
た
ら
し
い
の
で
す
が
、

度
々
注
文
が
入
る
こ
と
か
ら
「
甘
党

の
男
子
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
」

と
語
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
『
ク
ピ
ド
』
に
は
、
２
０
０

種
を
超
え
る
酒
類
、
人
気
メ
ニ
ュ
ー

の
鳥
の
唐
揚
げ
や
ス
ペ
ア
リ
ブ
な
ど

約
50
種
の
料
理
が
注
文
で
き
ま
す
。

行
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
あ
な
た

も
、
ス
イ
ー
ツ
と
お
酒
の
両
方
が
楽

し
め
る
『
ク
ピ
ド
』
で
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ハニートースト
＆＆

マンゴーパフェマンゴーパフェ

シマグルメ

シマグルメ

なびなび

vol.5

読者プレゼント
　『ｃａｆｅ＆ｂａｒ　Ｃｕｐｉｄｏ（くぴど）』さん
のご厚意により「お食事券 2000 円分（平成
28 年８月末まで有効）」を抽選で５名様にプ
レゼントします。ハガキ等に、住所・氏名・
年齢・電話番号・店舗名をご記入の上、応募
してください。
　締切は、９月24日（木）（ハガキは当日消
印有効）
発表は発送をもってかえさせていただきます。
　〒891-6292
　　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　企画観光課　広報担当まで

－店舗紹介－
ｃａｆｅ＆ｂａｒ
Ｃｕｐｉｄｏ （くぴど）
T E L　0997-65-3919
住所　喜界町湾 302-3
営業時間
　18:00 ～ 24:00
　（23:30 ラストオーダー）
定休日
　毎週日曜日
　 （日曜日の営業は要相談）
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教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

教
育
委
員
会
の

教
育
委
員
会
の

ま
ど
ま
ど

れ
た
の
か
競
技
が
始
ま
る
と
太
陽
が
顔
を

の
ぞ
か
せ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
に
は
多
く
の
町
民
が
駆
け
つ
け
、
大
き

な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

映
画
「
対
馬
丸
」
を
上
映
し
ま
し
た

　

今
年
は
戦
後
70
年
に
な
り
ま
す
。
図
書

館
で
は
７
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で
映
画

「
対
馬
丸
〜
さ
よ
な
ら
沖
縄
〜
」
の
上
映

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

対
馬
丸
は
昭
和
19
年
８
月
22
日
の
夜
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
海
底
に

沈
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
悲
劇
に
よ

り
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
犠
牲
者
の
多
く
は
幼
い
子
ど
も
た
ち

で
し
た
。

喜
界
町
こ
ど
も
議
会
概
要

　

７
月
24
日
（
金
）
に
第
10
回
喜
界
町
子

ど
も
議
会
が
町
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
「『
日
本
で

最
も
美
し
い
村
』
に
ふ
さ
わ
し
い
喜
界
島

に
す
る
た
め
に
小
・
中
学
生
は
、
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
。」
に
つ
い
て
、
各
学

校
で
話
し
合
い
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
代

表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
26
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
美

化
活
動
」
や
学
校
独
自
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
喜
界
小
か
ら
は
、

喜
界
島
の
よ
さ
を
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
、
旅
行
会
社
や
町
役
場
等
に
配
布

し
た
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
町
小
学
校
か
ら
は
、
児
童
会
が
中
心

に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
喜
界
島
の
よ
さ
を

伝
え
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
等
の
実
践
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

喜
界
中
か
ら
は
、
美
化
活
動
へ
の
意
識

調
査
や
生
徒
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
ポ

ス
タ
ー
作
成
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
実

践
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
度
の
共
通
実
践
事
項
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
あ
い
さ
つ
運
動
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
が
決
ま
り
、
各
学
校
で

あ
い
さ
つ
標
語
や
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
を

取
り
入
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
す
る
な
ど

し
て
あ
い
さ
つ
運
動
を
「
広
げ
る
」「
呼

び
か
け
る
」「
意
識
付
け
る
」
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

【
子
ど
も
議
員
…
参
加
し
た
児
童
・
生
徒
】

喜
界
小
学
校

  
横
山　

一
斗（
６
年
）岡
本　

莉
愛（
５
年
）

  
柳　

聖
蘭
（
４
年
）

早
町
小
学
校

  

大
喜　

弘
奈（
６
年
）豊
島　

七
海（
５
年
）

  

芝
山　

か
ず
や
（
４
年
）

喜
界
中
学
校

  

戸
内
恒
太
郎
（
３
年
）
廣　

太
樹
（
２
年
）

  

碇
山　

東
子
（
１
年
）

  

議　

長
…
長
田　

宏
子
（
３
年
）
  

副
議
長
…
吉
行　

郁
海
（
２
年
）

  

書　

記
…
奥
野　

美
々
（
３
年
）

　

今
回
の
上
映
会
に
は
幼
児
か
ら
高
齢
者

の
方
ま
で
延
べ
１
２
０
名
が
来
館
し
、
上

映
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

あ
る
保
護
者
が
「
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
、
生
き
て
い
る
こ
と
が
奇
跡
な
ん
で
す

よ
ね
。」
と
涙
な
が
ら
に
語
る
姿
が
印
象

的
で
し
た
。

第
56
回
大
島
地
区
大
会
開
催

　

７
月
19
日
（
日
）
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
標

記
大
会
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
」
が

開
催
さ
れ
、
群
島
内
の
全
市
町
村
か
ら
役

員
・
選
手
団
約
１
０
０
名
が
来
島
し
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
と
各
市
町
村
の
名
誉
を

か
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
の
勢
い
に
押
さ

　

一
位　

陸
上
（
走
り
幅
跳
び
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

畑　

一　

英

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
（
女
子
の
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

永　

井　

早　

苗

　

二
位　

陸
上
（
１
０
０
ｍ
走
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川　

畑　

一　

英

　
　
　
　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
（
70
歳
以
上
男
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲　

留　
　
　

勝

【
お
知
ら
せ
】

８
月
は
人
権
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
女

性
や
障
害
者
等
に
対
す
る
人
権
問
題
等
が

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
相
手
の
立
場

に
な
っ
て
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
暮
ら
し
や
す

い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

１，４８４名の犠牲者とと
もに海底に沈んだ「対馬丸」

３位と健闘した
喜界町チーム
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て

も
、
室
温
や
湿
度
が
高
く
熱
中
症

に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
注
意

が
必
要
で
す
。

＊
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
、

こ
ま
め
に
（
時
間
を
決
め
て
）
水

分
補
給
・
適
度
な
休
憩
。

・
日
頃
か
ら
睡
眠
や
栄
養
を
し
っ

か
り
摂
り
、
体
力
づ
く
り
。

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
い
、

室
温
は
28
度
以
下
、
湿
度
50
〜

60
％
に
調
節
。

①　

高
額
医
療
費
の
給
付

　

１
ヶ
月
に
病
院
に
か
か
る
費
用

の
う
ち
、
掛
か
っ
た
医
療
費
の
一

部
が
返
っ
て
き
ま
す
。（
所
得
に

応
じ
て
自
己
負
担
の
限
度
額
が
違

い
ま
す
）（
表
１
参
照
）

　

医
療
機
関
を
受
診
後
、
約
２
ヶ

月
後
に
、
高
額
医
療
の
対
象
と
な

る
国
保
加
入
者
の
方
へ
は
、
高
額

医
療
費
の
支
給
申
請
の
案
内
を
通

知
し
て
い
ま
す
。

②　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　

入
院
を
す
る
場
合
、事
前
に「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
病
院
へ
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
、
病
院
で
の
医
療
費
が
限

度
額
分
（
表
１
参
照
）
の
み
の
負

担
と
な
り
ま
す
。　

　

食
中
毒
は
一
年
中
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
夏
場
に
多
く
発
生

し
ま
す
。

　

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防
は
食
品

を
購
入
し
て
か
ら
、
調
理
し
て
、

食
べ
る
ま
で
の
過
程
に
あ
り
ま

す
。

　

意
識
が
な
い
時
や
、
自
力
で
水

分
が
摂
れ
な
い
よ
う
な
時
に
は
、

す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。　

減
額
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
保

健
福
祉
課
・
国
保
係
で
申
請
し
て

下
さ
い
。

熱中症の応急処置

子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　

台
風
の
影
響
で
急
な
日
程

変
更
と
な
り
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

　
【
変
更
後
の
日
程
】

　

9
月
3
日
〜
5
日

対
象
：
20
歳
以
上
の
女
性

＊
新
し
い
日
程
表
は
改
め
て

配
布
致
し
ま
す
。

　

二
種
混
合
・
日
本
脳
炎
な
ど
の

予
防
接
種
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

お
子
さ
ん
は
夏
休
み
を
利
用
し
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

３
歳
児
健
診
で

３
歳
児
健
診
で

　

虫
歯
ゼ
ロ
だ
っ
た
よ

　

虫
歯
ゼ
ロ
だ
っ
た
よ
!!!!内村　真基くん 川畑　佳穂ちゃん 幸得　未苺ちゃん

ご
存
じ
で
す
か
？

医
療
に
係
る
費
用
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

夏
休
み
に
『
予
防
接
種
』
を

受
け
よ
う
！

熱
中
症
に
注
意

食
中
毒
予
防

つけない ･･･ 食中毒の原因菌を食べ物に「つけない」→手洗いをしっかり
増やさない ･･･ 食べ物に付いた原因菌を「増やさない」→低温で保管（すぐに冷蔵庫へ）
やっつける ･･･ 食べ物や調理器具に付いた原因菌を「やっつける」→加熱処理を行う
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ま
し
た
（
写
真
2
）。
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
に
は
ア

メ
リ
カ
を
中
心
に
世
界
各
国
の
研
究
者

が
お
と
ず
れ
、
サ
ン
ゴ
や
魚
の
調
査
、

気
象
、
海
洋
観
測
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
カ
リ
ブ
海
で
は
１
９
９
９
年
に

大
規
模
白
化
が
起
こ
り
、
そ
の
後
、

２
０
０
５
年
に
も
白
化
現
象
が
起
こ

り
、
サ
ン
ゴ
礁
が
消
滅
す
る
恐
れ
も
あ

る
と
危
惧
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
の
過
去
15
年
間
の
調
査

に
よ
る
と
、
リ
ト
ル
ケ
イ
マ
ン
島
で
は

１
９
９
９
年
か
ら
２
０
０
４
年
に
か
け

て
、
サ
ン
ゴ
の
被
覆
率
は
半
分
に
減
少

し
た
も
の
の
、
７
年
後
の
２
０
１
１
年

に
は
１
９
９
９
年
よ
り
も
被
覆
率
が
増

加
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
結
果

か
ら
カ
リ
ブ
海
の
サ
ン
ゴ
の
た
く
ま
し

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健

康
な
サ
ン
ゴ
礁
が
こ
の
美
し
い
海
で
見

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｍ
Ｉ
…Central Caribbean M

arine 
Institute

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：reefresearch.org

第
３
回
（
特
別
編
）
カ
リ
ブ
海
の
サ
ン
ゴ
礁

　 

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
こ
の
記

事
を
書
い
て
い
る
７
月
は
カ
リ
ブ
海
ケ
イ
マ
ン

諸
島
で
調
査
を
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
特

別
編
と
い
う
こ
と
で
カ
リ
ブ
海
の
サ
ン
ゴ
と

調
査
を
し
て
い
る
リ
ト
ル
ケ
イ
マ
ン
島
を
紹

介
し
ま
す
。

　

キ
ュ
ー
バ
の
南
60
㎞
ほ
ど
に
位
置
す
る
リ

ト
ル
ケ
イ
マ
ン
島
は
喜
界
島
と
同
じ
く
、
離

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

礁
科

研

科

研

礁
科

研

所

　
　
　
　

　
　
　
　

～
サ
ン
ゴ
通
信
～

～
サ
ン
ゴ
通
信
～

島
で
河
川

が
な
く
、

海
の
透
明

度
は
抜
群

で
す
。
と

こ
ろ
が
海

の
中
は
喜

界
島
の
海

と
全
く
様

子
が
違
い

ま
す
（
写

真
１
）。

ウ
ミ
ウ
チ

Ｉ
）
と
い

う
海
洋
研

究
所
が
あ

り
ま
す
。

今
回
は
私

達
も
喜
界

島
に
研
究

所
を
つ
く

っ
た
よ
！

と
い
う
報

告
が
で
き

ワ
、
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
、
海
綿
が
多
く
、
は

じ
め
て
見
た
と
き
は
別
世
界
に
迷
い
込
ん
だ

と
思
い
ま
し
た
。
カ
リ
ブ
海
の
サ
ン
ゴ
の
種

は
70
種
ほ
ど
と
太
平
洋
（
約
40
種
）
に
比

べ
、
ず
っ
と
少
な
い
で
す
が
、
日
本
で
は
見

た
こ
と
も
な
い
サ
ン
ゴ
に
出
会
え
ま
す
。

　

人
口
１
３
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
島
で
あ

る
リ
ト
ル
ケ
イ
マ
ン
島
に
は
、Central 

Caribbean M
arine Institute

（
Ｃ
Ｃ
Ｍ
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暮らしの情報 インフォメーション

平
成
27
年
度
警
察
官
B
（
高

等
学
校
卒
業
程
度
）
採
用
試

験
に
つ
い
て

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
，
大
学

を
卒
業
又
は
来
春
卒
業
見
込
み

以
外
の
方
を
対
象
と
し
た
警
察

官
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員
】

警
察
官
Ｂ
（
男
性
）・
50
名 
、

警
察
官
Ｂ
（
女
性
）・
９
名
、
警

察
官
Ｂ
（
武
道
） ・
２
名

【
受
験
資
格
等
】　

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
（
31
歳
）

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日（
18
歳
）

ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教

育
法
に
よ
る
大
学
（
４
年
制
以
上

の
も
の
）
を
卒
業
し
た
者
、
若
し

く
は
平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
者
、
又
は
こ
れ
ら

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
人
事

委
員
会
が
認
め
る
者
を
除
く
。

　

※　

武
道
は
鹿
児
島
市
の
み

【
試
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ
せ

先
】
奄
美
警
察
署
警
務
課

〒
8
9
4
―
0
0
3
6  　
　

奄
美
市
名
瀬
長
浜
町
５
番
２
号 

☎（
0
9
9
7
）53
―
0
1
1
0

（
内
線
2
1
1
） 

県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.
jp/police/

　

鹿
児
島
県
発
明
く
ふ
う
展

は
、
発
明
考
案
等
の
作
品
を
広

く
県
民
か
ら
募
集
し
、
優
秀
な

作
品
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
作
品
を
一
般
公
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
県
民
の
発
明
の
奨
励

と
発
明
考
案
等
に
対
す
る
関
心

を
深
め
、
創
意
工
夫
の
紅
葉
を

図
り
、
本
県
の
産
業
振
興
と
県

民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

【
申
込
み
締
切
】
平
成
27
年
10

月
２
日
（
金
）【
展
示
会
】
◆

開
催
日
程 
平
成
27
年
12
月

11
日
（
金
）
午
後
9
時
〜
12

日
（
土
）
午
後
4
時
◆
開
催

場
所 

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ

ン
タ
ー　

展
示
ロ
ビ
ー
【
表

彰
式
】
平
成
27
年
12
月
12
日

（
土
）【
申
込
み
方
法
】
所
定
の

出
品
申
込
書
で
鹿
児
島
県
発
明

協
会
（
☎
０
９
９
―
２
９
５
―

0
1
7
1
）

　

な
お
、
武
道
区
分
で
の
受
験

を
希
望
す
る
場
合
は
、
前
述
の

受
験
資
格
に
該
当
す
る
男
性

で
、
柔
道
２
段
（
高
等
学
校
を

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
者
は
初
段
）
以
上
又

は
剣
道
２
段
以
上
で
あ
る
こ
と

を
必
要
と
す
る
。

※
（　

）
内
は
、
平
成
28
年
３

月
末
現
在
の
年
齢

【
受
付
期
間
】

　

８
月
５
日
（
水
）
〜
８
月
21
日

（
金
）（
８
月
21
日
（
金
）
ま
で

の
消
印
有
効
）

【
第
１
次
試
験
】

○
実
施
日
：
平
成
27
年
９
月

20
日
（
日
）

○
試
験
内
容
：
教
養
試
験
、

作
文
試
験
、
身
体
一
般
検
査
、

実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

○
試
験
会
場
：
鹿
児
島
市
、

鹿
屋
市
、
奄
美
市

第
63
回
鹿
児
島
県
発
明
く
ふ

う
展
作
品
募
集
の
ご
案
内
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第
10
回
「
み
ど
り
香
る
ま
ち

づ
く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

〜
香
り
で
立
ち
止
ま
り

　
　

香
り
で
振
り
返
る

　
　
　

そ
ん
な
街
が
好
き
〜

　

環
境
省
で
は
、
住
み
よ
い
か

お
り
環
境
を
創
出
し
よ
う
と
す

る
地
域
の
取
組
を
支
援
す
る
た

め
、
か
お
り
の
す
る
樹
木
・
草

花
等
を
用
い
た
「
み
ど
り
香
る

ま
ち
づ
く
り
」
企
画
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。
優
秀
な
企

画
に
対
し
て
は
、
そ
の
企
画
内

容
に
応
じ
た
か
お
り
の
す
る
樹

木
・
草
花
等
を
提
供
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。 

【
趣
旨
】
ま
ち
づ
く
り
に
「
か

お
り
」
の
要
素
を
取
り
込
む
こ

と
で
、
住
み
よ
い
か
お
り
環
境

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
こ
の
企
画
コ
ン
テ
ス
ト

で
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
み
ど

り
香
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
募
集

し
ま
す
。

○
良
好
な
か
お
り
環
境
が
長

期
的
に
維
持
さ
れ
、
地
域
に
根

ざ
し
た
も
の
と
な
る
こ
と

○
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も

ら
え
る
取
組
で
あ
り
、
容
易
に

楽
し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

○
他
に
見
ら
れ
な
い
工
夫
や

独
創
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る

こ
と

【
対
象
と
な
る
企
画
】

○
応
募
主
体

【
募
集
主
体
】

主
催　

環
境
省

共
催　

公
益
社
団
法
人 

に
お

い
・
か
お
り
環
境
協
会
、
公
益

社
団
法
人 

日
本
ア
ロ
マ
環
境

協
会
、
一
般
社
団
法
人 

日
本

植
木
協
会

【
表
彰
】

○
環
境
大
臣
賞　

１
点

　

表
彰
状
、
副
賞
と
し
て
企
画

内
容
に
応
じ
た
か
お
り
の
樹

木
・
草
花
等
の
苗
木
・
苗
を
原

則
と
し
て
す
べ
て
提
供

○
協
会
賞　

３
点
（
に
お
い
・

か
お
り
環
境
協
会
賞
、
日
本
ア

ロ
マ
環
境
協
会
賞
、
日
本
植
木

協
会
賞
）

　

表
彰
状
、
副
賞
と
し
て
企
画

内
容
に
応
じ
た
か
お
り
の
樹

木
・
草
花
等
の
苗
木
・
苗
の
一

部
を
提
供

○
入
賞　

５
点
以
内

　

表
彰
状
、
副
賞
と
し
て
企
画

内
容
に
応
じ
た
か
お
り
の
樹

木
・
草
花
等
の
苗
木
・
苗
の
一

部
を
提
供

※
（
一
社
）
日
本
植
木
協
会
が

日
本
植
木
協
会
賞
、（
公
社
）

日
本
ア
ロ
マ
環
境
協
会
が
日
本

植
木
協
会
賞
以
外
の
賞
の
受
賞

者
に
対
し
、
副
賞
の
苗
木
・
苗

を
提
供
し
ま
す
。

※
但
し
、
受
賞
し
た
企
画
に
お

い
て
、
一
般
の
人
が
か
お
り
の

す
る
樹
木
・
草
花
等
の
恩
恵
を

享
受
で
き
な
い
場
所
へ
植
栽
す

　

地
方
公
共
団
体
、民
間
企
業
、

学
校
法
人
、
商
店
会
、
町
内
会

等
の
住
民
団
体
や
N
P
O
等

の
各
種
団
体
、
個
人 

等

※
植
栽
場
所
を
確
保
し
て
い
る

こ
と
（
植
栽
場
所
を
自
ら
所
有

し
て
い
な
い
場
合
は
、
企
画
に

お
い
て
植
栽
場
所
と
す
る
土
地

の
所
有
者
・
管
理
者
等
の
関
係

者
の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

植
栽
後
の
維
持
管
理
体
制
が
明

確
で
あ
る
こ
と
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

※
同
一の
応
募
者
が
複
数
の
企
画

を
応
募
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

○
募
集
企
画
の
要
件

　

か
お
り
の
す
る
樹
木
・
草
花

等
を
総
計
30
本
以
上
用
い
て
、

街
中
や
街
近
郊
等
で
「
み
ど
り

香
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
演
出
す

る
企
画
を
募
集
し
ま
す
。

○
企
画
評
価
の
観
点

　
「
企
画
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
、

企
画
の
テ
ー
マ
が
本
コ
ン
テ

ス
ト
の
趣
旨
に
合
致
し
て
い
る

か
、
ま
た
、「
実
行
可
能
性
」、

「
維
持
管
理
体
制
」、「
企
画
場

所
の
公
開
状
況
」
等
の
観
点
か

ら
総
合
的
に
評
価
し
ま
す
。
提

出
し
て
い
た
だ
く
図
や
写
真
も

評
価
の
対
象
と
し
ま
す
。
詳
し

い
審
査
方
法
に
つ
い
て
は
、
募

集
要
項
別
添
の
「
審
査
方
法
に

つ
い
て
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

る
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
副
賞
の
苗
木
・
苗
が

提
供
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

【
応
募
手
続
】

○
募
集
期
間

　

平
成
27
年
６
月
８
日
（
月
）

〜
10
月
９
日
（
金
）（
当
日
消

印
有
効
）

【
提
出
方
法
】

環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.env.go.jp/

air/akusyu/m
idori m

achi/
index.htm

i

）
に
掲
載
の
募
集

要
項
に
従
っ
て
、
電
子
デ
ー
タ

を
電
子
メ
ー
ル
又
は
郵
送
で
下

記
応
募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。

○
応
募
先

　

公
益
社
団
法
人　

に
お
い
・

か
お
り
環
境
協
会
（
担
当
：
諸

井
、
大
京
寺
）

E-m
ail:m

idori_kaoru@
orea.

or.jp☎03
（
5
3
0
9
）
2
4
2
2

○
郵
送
先
〒
1
6
0
―
0
0
2
3

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
4
―

2
―
18　

西
新
宿
浅
井
ビル
３
階

【
そ
の
他
】

　

本
コ
ン
テ
ス
ト
募
集
ポ
ス

タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
の
郵
送
を
御

希
望
の
方
は
、
環
境
省
の
担

当
：
北
村
（
03
（
5
5
2
1
）

8
2
9
9
）
ま
で
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
で
す
。

　
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領

書
」
に
つ
い
て
は
、
記
載
さ
れ
た
受

領
金
額
が
３
万
円
未
満
の
も
の
が

非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
４
月
1
日
以
降
に
作
成
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
受
取
金
額

が
５
万
円
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
非

課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取

書
」
と
は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券

を
受
領
し
た
者
が
、
そ
の
受
領
事

実
を
証
明
す
る
た
め
に
作
成
し
、

相
手
方
に
交
付
す
る
証
拠
証
書
と

い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
領
収
証
」、「
領

収
書
」、「
受
領
書
」や「
レ
シ
ー
ト
」

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
金
銭
又
は

有
価
証
券
受
領
事
実
を
証
明
す
る

た
め
に
請
求
書
や
納
品
書
な
ど
に

「
代
済
」、「
相
済
」、「
了
」
な
ど

と
記
載
し
た
も
の
、
さ
ら
に
は
、

「
お
買
上
票
」
な
ど
と
称
す
る
も

の
で
、
そ
の
作
成
の
目
的
が
金
銭

又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を
証

明
す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
金
銭
又
は
有
価
証

券
の
受
領
書
に
該
当
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
国
税
庁
で
検
索
）を
ご
覧

い
た
だ
く
か
大
島
税
務
署（
52
―

４
３
２
１
※
自
動
音
声
案
内
）ま
で
。

暮らしの情報 インフォメーション

「
領
収
書
」
等
に
係
る
印
紙

税
の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
す

14



有料広告

有料広告

わくわく科学クラブ開催のお知らせ 有料広告

★内容『もしも原子がみえたなら（空気中の原子・分子）』
 　　　　生物にとってなくてはならない空気について，簡単な模型を作ったり
　　 　予想を立てたりしながら楽しく理解していきます。
　　・時  ：  ８月２５日（火）１３：３０～１６：３０
　　・場所：  役場研修室               ・費用：  ８００円（資料代）
　　・募集対象：小学４年生～大人
★内容『自由電子が見えたなら』
　　　　電気の基礎の基礎の知識を簡単な実験をしながら学びます。
　　・時  ：８月２９日（土）１３：３０～１６：３０
　　・場所：役場研修室               ・費用：１００円（資料代）
　　・募集対象：小学４年生～大人                 参加をお待ちしています。

連絡先：岸本はすみ（0997-65-1554）
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【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先（予約先）】喜界町役場住民課生活環境係　
６５－３６８７

町からのおしらせ
Information from town 

　水環境課では、各種団体や地域、職場への見学会
を実施しています。
　お気軽に水環境課へお問い合わせ下さい。　
　電話６５－３６９０（直通）

ご家庭の生活排水はどのように処理されていますか？
　水環境課では、公共下水道への接続を促進してい
ますが、本町の下水道接続率は低く、家庭から出る
生活雑排水を未処理のまま水路へ放流したり、地下
に浸透させている家庭が見受けられます。
　毎年９月10日は ｢下水道の日｣です。この機会に、
私たち島の自然環境について考え、適正な生活排水
処理に努めましょう！
　

住民課からのおしらせ
「司法書士による無料法律相談会の開催」

水環境課からのおしらせ　２
「9月 10 日は下水道の日です」

水環境課からのおしらせ　１
「喜界水質浄化センターの見学について」

開催日 場　所 時　間
平成27年 9月   2 日（水）役場住民課相談室 13:00 ～ 16:00
平成 27年 9月 16日（水） 早町支所 13:00 ～ 16:00

公共下水道の接続状況公共下水道の接続状況 ※平成27年 3月31日現在※平成 27 年 3月31日現在

お気軽にご相談
ください

 

 
喜界水質浄化センターの
見学をしてみませんか？
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

　藤廣　藤廣　一一
いっしんいっしん

心心くんくん（父　南男・母　なぎさ）（父　南男・母　なぎさ）

西　西　茶茶
さすけさすけ

丞丞くん（10歳・右）・くん（10歳・右）・紅紅
こうめこうめ

梅梅ちゃん（８歳・左）・ちゃん（８歳・左）・

珊珊
さんじさんじ

朱朱くん（５歳・中央）くん（５歳・中央）（父　徹彰・母　恵美）（父　徹彰・母　恵美）

今月の花 ～ランタナ・テイカカズラ～～ランタナ・テイカカズラ～

　今月の広報『きかい』の題字は、喜界高
校商業科３年の３人。３人に将来の夢を聞い
てみました。サッカー部のマネージャーとして選
手や先生をサポートしていた服部さんは、「調
べたらマネージャーと似た仕事内容だった歯科
助手になりたい」。濵﨑さんは「喜界島の医
療サービスを充実させるために、助産師など
の免許をとって町民の役に立ちたい」。時本さ
んは「ものを作ることが得意なので、島の民
芸品などを作り、島をPRしたい」そうです。
　みなさん、今回の題字は何に見えますか？
　正解は…オオゴマダラの成長過程だそうで
す。高校生たちの発想、おもしろいですね。

　おーい !　茶丞、紅梅、珊朱。茶丞、紅梅、珊朱。
　今日もいっぱい笑っているか？　泣いているか？　遊
んでいるか？　楽しくやっているか？　うん。その調子！
　そうやって三人ともしっかり心をたがやして、人にや
さしくできる心の大きな人になってください。押忍。

ずっと三人の応援団・父母より

『き』服部　彩
あや

さん
『か』濵﨑　茉

ま ほ

甫さん
『い』時本　茂

も か

花さん

テイカカズラテイカカズラ

◀鳥の山公園入口付近に咲
くテイカカズラ。テイカカズラ
はキョウチクトウ科に属し、秋
田県より南に自生するつる性
花木で、人里近くでもよくみる
ことができる。茎のところどこ
ろから「気根」という根をだし、
それを木の幹や岩などでくっ
つけて登っていく。大きくなる
と10㍍近くの高さまで登るこ
とがある。花茎は約２㌢ほど。
花言葉は「依存」

【小野津】【小野津】

　お姉ちゃんのことが大好きで、やんちゃな一心。
ハラハラ・ドキドキさせられる毎日だけど…。家族
みんなが大好きな一心の笑顔にいつも癒されている
よ。これからも元気にすくすく育ってね。（父母より）

【【塩道】塩道】

－今月の題字－－今月の題字－
▶中間集落の山手に咲くラン
タナ。ランタナはクマツヅラ科
に属し、民家周辺のやぶ地
に生える南アメリカ原産の半
つる性低木。日本では奄美
大島以南に自生する。高さは
１～２ｍに達し、花序は枝の
先に密集して咲く。花径は約
３㌢。花冠は橙黄色などか
ら、のちに赤色系に変化す
ることから、別名「シチヘン
ゲ（七変化）」とも呼ばれる。
花言葉は「心変わり」 ランタナランタナ
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ま
だ
わ
あ
さ
ん
ど

<

萌
葉
会>

狭さ

庭に
わ

辺
に
深
紅
に
燃
ゆ
る
三
段
花　

さ
る
す
べ
り
向ひ

わ

ま

り

日
葵
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夏
よ
ろ
こ
ぶ

誕
生
日
夫つ

ま

と
二
人
で
外
食
を　

ダ
イ
エ
ッ
ト
休
み
料
理
楽
し
む

ク
ロ
ア
ゲ
ハ
羽
を
や
す
め
て
雨
を
吸
う　

明
日
へ
の
糧
の
一

ひ
と
し
ず
く

滴
な
り

歳
重
ね
喜し

ま
界
島
が
一
番
と
思
へ
る
日
　々

ゆ
る
り
流
る
る
過
ぎ
ゆ
く
ま
ま
に

想
ひ
人
の
悲
し
き
知
ら
せ
我
が
友
は　

叶
わ
ぬ
夢
に
涙
流
せ
し

夕
暮
れ
の
山
す
そ
で
鳴
く
カ
ラ
ス
の
群
れ
に　

一
人
の
姉
の
身
体
愛い

と

え
り

百
之
台
見
お
ろ
す
下
界
珊
瑚
礁　

島
か
げ
低
く
四
海
に
抱
か
れ
て

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

生
き
延
び
て
労
務
の
涙
分
か
ち
合
い
し　

戦と

も

ら

友
等
ふ
た
た
び
逢
う
こ
と
も
な
し

ふ
る
さ
と
を
偲
び
つ
労
務
に
耐
え
抜
き
し　

戦と

も

ら
友
等
の
い
た
つ
き
知
る
術す

べ

も
な
し

美
代　

イ
シ

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

豊
島　

瞳

佐
東　

喜
三
郎

喜界町の推計人口
（平成27年７月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,469 戸（2）
人 口  ・・・・ 7,333 人（3）
男   ・・・・ 3,565 人（0）
女   ・・・・ 3,768 人（3）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

吉
村　

聡そ
う
ま真
（
幸
三
・
赤
連
）

上
地　

奏そ
う
し
ろ
う

士
朗
（
徳
人
・
赤
連
）

山
﨑　

優ゆ

り莉
（
侑･

赤
連
）

　
   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　
　

氏　

名　

      （
年
齢
・
住
所
）

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

藤
山　

祝
男

小
田　

ウ
メ

都　
　

忍

演　
　

好
國

羽
野　

た
つ

東
郷　

テ
ル

大
屋　

ノ
リ

岡
村　

す
が
子

兼
田　

由
紀
子

東
園　

博
美

小
田
原
千
代
子

清
水　

清
貞

嘉
島　

和
惠

中
川　

清
子

中
澤　

喜
美
夫

政
倉　

千
代

折
田　

洋
子

都　
　

絹
枝

東
郷　

涼
子

善
原　

靖
子

兼
田　

文
也

（
49
才
・
荒
木
）

（
98
才
・
小
野
津
）

（
77
才
・
小
野
津
）

（
90
才
・
塩
道
）

（
98
才
・
荒
木
）

（
93
才
・
赤
連
）

（
86
才
・
湾
）

（
83
才
・
嘉
鈍
）

（
52
才
・
浦
原
）

（
50
才
・
志
戸
桶
）

（
67
才
・
湾
）

（
82
才
・
手
久
津
久
）

（
92
才
・
上
嘉
鉄
）

（
82
才
・
大
朝
戸
）

湾浦
原

赤
連

小
野
津

赤
連

荒
木

浦
原

納付をお忘れなく！（８月）
【税】町県民税第２期　8/31まで

【使用料】８月分簡易水道・下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料　8/31まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

吉
住　

澄
隆
さ
ん

（
大
正
９
年
生
・
94
歳
・
先
山
）

森　
　

香

榮　
　

治
雄

松
崎　

祐
司

畠　
　

秀
一

大
阪
府
箕
面
市

兵
庫
県
宝
塚
市

大
阪
府
吹
田
市

兵
庫
県
西
宮
市

同
月
号
19
Ｐ
「
戸
籍
の
窓
」
の

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す
の

中
で「
藤
井
サ
キ　

69
才
」は「
藤

井
サ
キ　

95
才
」
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

藤
田　
　

哲　
　
（
湾
）

下
見　

香
菜
子
（
中
里
）

先
月
7
月
号
５
Ｐ
「
平
資
盛
卿
招
魂

碑
…
」
の
中
で
「
平
清
吉
さ
ん
（
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才
・

大
分
県
宇
佐
市
在
住
）」
は
「
平
清
吉

さ
ん
（
81
才
・
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋

町
在
住
）」
で
し
た
。

　

耕
耘
機
を
使
っ
て
元
気
に
畑
を
耕
す
澄
隆
さ
ん
。
90
歳
を
超
え
て
な
お
軽
快
に

耕
耘
機
を
操
る
姿
に
は
驚
か
さ
れ
ま
す
が
、
澄
隆
さ
ん
は
「
普
通
に
畑
を
歩
く
と

10
分
と
も
た
な
い
が
、
耕
耘
機
を
使
う
と
身
体
と
一
体
と
な
り
と
て
も
楽
に
耕
せ

る
ん
で
す
よ
。こ
れ
だ
と
１
時
間
で
も
続
け
て
作
業
が
で
き
る
」と
微
笑
み
ま
し
た
。

　

今
で
も
週
２
回
の
ゲ
ー
ト
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
も
楽
し
く
こ
な
し
、
ま
た
、
集

落
の
昔
の
事
に
つ
い
て
詳
し
い
澄
隆
さ
ん
は
、
集
落
民
の
方
の
相
談
相
手
に
な

る
こ
と
も
多
い
そ
う
で
す
。
長
寿
の
秘
訣
は
「
何
で
も
食
べ
る
こ
と
」。
こ
れ
か

ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付
金
）
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※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。
毎
毎

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成27年 8月21日～9月20日迄）

すこ ・・・・・旧すこやかセンター
休養 ・・・・・自然休養村管理センター
コミ ・・・・・役場コミュニティーセンター
子育 ・・・・・子育て支援センター

ミニスナップミニスナップ

操法研修会操法研修会 グラウンドゴルフグラウンドゴルフ操法研修会操法研修会操法研修会操法研修会

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフグラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

グラウンドゴルフグラウンドゴルフ グラウンドゴルフグラウンドゴルフ

男子バスケ県大会男子バスケ県大会 男子バスケ県大会男子バスケ県大会

日 月 火 水 木 金 土
８／２１ ８／２２

●戦後 70 年　展
示会（～30日）【図
書館】
●小・中学校出校日
【各小・中学校】

●喜界園納涼
盆踊り【老人
福 祉 施 設 園
庭 18:30 ～
20:30】

８／２３ ８／２４ ８／２５ ８／２６ ８／２７ ８／２８ ８／２９
● 内 科 診 療
（～26日）【診
療所（喜界小
学校前）】9:00
～ 16:00

● 3歳児健診
【すこ13:15～】

●無料法律相
談【早町支所
13:00～16:00】

８／３０ ８／３１ ９／１ ９／２ ９／３ ９／４ ９／５
●幼・小・中・
高始業式【各
学校】

●無料法律相
談【住民課相
談室 13:00 ～
16:00】

●資料休館日
【図書館】
●子宮がん検
診（～５日）【休
養 8:30～】

９／６ ９／７ ９／８ ９／９ ９／１０ ９／１１ ９／１２
●喜界高等学
校体育祭【喜
界高等学校グ
ランド】

●うも～り図書
館「 無 料 上 映
会：綾小路きみま
ろ爆笑！」（～ 11
日）【図書館２階
14:00～15:30】

●団体貸出（各
幼稚園・各保育
園・子育て・早
町学童・てくてく）
【 各 施 設 14:30
～15:30】

●体操教室【コ
ミ 19 :00 ～
20:30】

●土曜授業【各
小・中学校8:15
～12:00】
● 体 操 教 室
【 コミ9:30 ～
11:00】

９／１３ ９／１４ ９／１５ ９／１６ ９／１７ ９／１８ ９／１９
●喜界中学校
体育大会【喜
界 中 学 校 校
庭】

● 厚 生 連 健
診結果報告会
（～16日）【コ
ミ8:30 ～】

●団体貸出（早町小学
校1～3年生）【早町小
学校13:05～13:50】
●精神巡回相談（～
17日）【診療所8:30～】
●無料法律相談【早町
支所13:00～16:00】

●登記相談【研修
室9:00～13:00】
●団体貸出（早
町小学校 4～ 6
年生）【早町小
学 校 13:05 ～
13:50】

● 1歳６カ月
児健診【すこ
13:15～】

９／２０

国民文化祭懸垂幕国民文化祭懸垂幕
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